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第
一
分
科
会

岩
手
県
立
盛
岡
第
一
高
等
学
校

国
語
科

学
習
指
導
案

実
施
期
日

平
成
十
五
年
十
月
十
七
日
（
金
）

実
施
ク
ラ
ス

理
数
科

二
年

八
組
（
三
十
九
名
）

指
導
者

教
諭

佐
々
木
勝
也

科

目

名

現
代
文

指
導
領
域

読
む
こ
と

単

元

名

詩
歌

教
材
名

「
永
訣
の
朝
」

使
用
教
科
書

東
京
書
籍

指
導
事
項

詩
に
描
か
れ
た
情
景
・
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
。

単
元
の
目
標

詩
歌
に
お
け
る
言
葉
の
は
た
ら
き
や
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
表
現
上
の
特
色
を
理
解
し
、
鑑
賞
力
を
高
め
る
。

評
価
観
点
と

「
理
解

・
・
・
詩
を
読
ん
で
、
表
現
の
特
色
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
た
か
。
ま
た
、
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え

」

評
価
規
準

方
を
広
め
る
こ
と
が
出
来
た
か
。

年
間
指
導
計
画
に

感
受
性
の
最
も
豊
か
な
時
期
に
、
小
説
（

山
月
記
』
等

・
評
論
（

ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
等
）
の
学
習
で
身
に
つ

『

）

『

お
け
る
位
置
づ
け

け
た
「
読
解
力
」
に
よ
っ
て
、
感
動
の
表
現
を
的
確
に
受
け
止
め
る
。

単
元
の
指
導
計
画

第
一
・
二
時
・
・
・
詩
の
制
作
さ
れ
た
背
景
を
理
解
さ
せ
る
。

第
三
時
・
・
・
・
・
作
者
の
ね
ら
っ
た
表
現
上
の
効
果
を
理
解
さ
せ
る
。

（
本
時
）

第
四
時
・
・
・
・
・
作
者
の
世
界
観
や
、
理
想
を
考
え
さ
せ
る
。

本
時
の
目
標

賢
治
の
心
象
風
景
を
再
度
確
認
し
、
彼
の
四
次
元
に
わ
た
る
作
品
展
開
を

「
天
上
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
と
「
兜
率

、

の
天
の
食
」
と
の
比
較
に
よ
っ
て
理
解
さ
せ
る
。

学

習

活

動

過

程

指
導
内
容

指

導

者

学

習

者

評
価
の
観
点

前
時
指
導
事
項
の

・

精
神
歌
」
の
紹
介

・
一
斉
読
み
を
す
る
。

・
賢
治
の
視

「

確
認

・

銀
河
や
太
陽

気
圏
な
ど
〜
」
に
あ
ら

・
視
点
の
位
置
を
考
え
る
。

点
の
自
在
さ

「わ
れ
て
い
る
賢
治
の
世
界
観
（
宇
宙
観
）

を
理
解
で
き

導

入

に
つ
い
て
の
説
明
も
加
え
る
。

た
か
。

「
あ
め
ゆ
じ
ゆ
と

・
谷
口
秀
子
さ
ん
朗
読
「
永
訣
の
朝
」
前
半

・

は
げ
し
い
は
げ
し
い
熱
や
あ
へ
ぎ
の
あ

・
優
れ
た
朗

「

て

ち

て

け

ん

じ

部
を
聞
か
せ
る
。

ひ
だ
か
ら
」
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ

読
を
味
わ
う

や
」
の
読
み
方

と
を
理
解
す
る
。

こ
と
が
で
き

画

た
か
。

音
読

・
後
半
部
を
音
読
さ
せ
る
。

・
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
音
読
す
る
。

・

聴

く

者

「

」

計

（
指
名
に
よ
る
）

に
心
地
よ
い

二
と
い
う
数
詞

・
詩
の
最
終
部
と
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る

・
該
当
箇
所
を
抜
き
出
す
。

音
読
を
し
て

の
も
つ
悲
し
み
や

い
る
か
。

導

本
質
に
つ
い
て

「
Ｏ
ｒ
ａ

Ｏ
ｒ

・
直
後
の
「
ほ
ん
た
う
に
」
を
拠
り
所
に
し

・
学
習
プ
リ
ン
ト
（
別
紙
）
で
確
認
。

・
ロ
ー
マ
字

指

ａ
ｄ
ｅ

」
に

て
、
こ
の
言
葉
の
後
で
は
賢
治
の
態
度
に

書
き
の
意
味

〜

つ
い
て

変
化
が
生
じ
る
こ
と
（
よ
り
厳
粛
な
態
度

が
理
解
で
き

と
な
る
）
を
理
解
さ
せ
る
。

た
か
。

習

展

開

「
う
ま
れ
で
く

・
父
政
次
郎
さ
ん
と
ト
シ
さ
ん
と
の
臨
終
の

・
ト
シ
の
心
情
を
踏
ま
え
、
こ
の
言
葉
を
自

・
逆
縁
の
悲

る
た
て
〜
」
に
つ

場
で
の
会
話
を
紹
介
し
、
理
解
の
一
助
と

分
な
り
に
音
読
す
る
。

し
み
を
理
解

学

い
て

す
る
。
法
華
経
（
利
他
行
）
の
特
質
に
つ

（
指
名
に
よ
る
）

で
き
た
か
。

い
て
も
触
れ
る
。

・
他
作
品
へ

・

グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
」
と
の
関
わ

・
作
品
内
容
の
説
明
。

の
興
味
を
喚

「

。

の

り
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
指
名
に
よ
る
）

起
で
き
た
か

時

「
天
上
の
ア
イ
ス

・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
の
補
足
説
明
を
し

・
時
代
背
景
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
で
確
認
す
る

・

自
分
の
考

「

ク
リ
ー
ム

と

兜

た
後
で

原
稿
・
初
版
本
と

手
入
れ
本

・
配
布
済
み
の
プ
リ
ン
ト
に
よ
り
、
ど
ち
ら

え
を
正
し
く

」
「

、

「

」

率
の
天
の
食
」
と

の
存
在
を
教
え
、
賢
治
の
表
現
に
対
す
る

の
表
現
を
自
分
な
ら
選
ぶ
か
を
考
え
、
発

伝
え
ら
れ
る

本

の
比
較
に
よ
っ
て

飽
く
こ
と
の
な
い
熱
意
に
触
れ
さ
せ
る
。

表
す
る
。

か
。

宗
教
と
の
深
い
関

・

資
糧
」
は
「
し
り
ょ
う
」
と
読
む
こ
と

（
指
名
に
よ
る
）

（
そ
の
場
に

「

わ
り
を
考
え
る
。

を
確
認
す
る
。

応
じ
た
話
し

方
が
で
き
る

か

）
。

「
永
訣
の
朝
」
の

・
経
験
を
浄
化
し
、
物
事
の
本
質
の
み
を
受

・
学
習
プ
リ
ン
ト
の
初
発
の
感
想
を
読
む
。

・
こ
の
詩
の

特
質
に
つ
い
て
理

け
止
め
る
こ
の
詩
を

「
松
の
針

「
無
声

・

明
日
へ
の
銀
河
鉄
道
』
を
読
ん
で
の
プ

凄
さ
が
理
解

、

」

『

ま
と
め

解
す
る

慟
哭
」
と
比
較
し
て
考
え
さ
せ
る
。

リ
ン
ト
の
紹
介
。

で
き
た
か
。

（
指
名
に
よ
る
）

考

補
助
資
料
は
別
紙
。

資
料
１
「
教
科
書
コ
ピ
ー

、
資
料
２
「
学
習
プ
リ
ン
ト

、
資
料
３
「
自
筆
原
稿

、
資
料
４
「
初
版
本
コ
ピ
ー
」

」

」

」

「

」
、

「

」
、

「

、

」

資
料
５

花
巻
地
図

資
料
６

政
次
郎
と
賢
治
の
論
争
の
一
場
面

資
料
７

自
筆
手
入
れ
の
例

手
紙
等

備

資
料
８
「
明
日
へ
の
銀
河
鉄
道
を
読
ん
で
ー
生
徒
感
想
文
」




